


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■●■■■￣￣■ ■●Ｕ■Ｕ■①ロ■⑤ ●￣￣￣￣■￣■ 、■■●￣●￣｡●￣□■
p￣のロー●■￣



























ﾍﾆﾕヮ シｋ 】 １ '●●●●●●■） ■￣■｡■●●■
●■□￣￣￣￣ p●の｡の□●●
金沢大学教育学部紀要（自然科学編）9８ 第38号平成元年
する傾向を示した。このように注視頻度が増加
するということは，収集した視覚情報も増加す
ることを示しており，スクリーンプレーの繰り
返し練習をすることにより，自分の行動と相手
の予測を可能にしたためと推測される。
次に，各群の注視対象の割合の比較を行なう
と，攻撃であれ，防御であれ第１にボール保持
者に注意が向けられ，第２にどのプレーヤーも
自分に注視している。
それから第３にボールの保持者と自分以外の
プレーヤーに視線が向けられているのが認めら
れる。すなわちスクリーンプレーの初期学習に
おいてもポール保持者と自分の関係でプレーを
組み立てており，また各群間における注視の割
合においてもボール保持者と自分に視線が向け
られていることがわかる。バスケットボールに
おける視覚系の果たす機能の重要性について
は，吉井（1977）が強調している。バスケット
ボールのプレーは，その瞬間に見るべき点，見
るべき順序，見るべき焦点の移動の速さ，範囲
を分析することが必要であり，これは今後の研
究課題である。スクリーンプレーの学習がカッ
ト・アウェイの練習段階まで進むと対象に対す
る注視も明らかに均等に分布している。
本研究に用いた注視点分析法は技術の習熟過
程の問題に対する新しい方法であり，これによ
り得られた知見をもとに，運動学習に対する認
識深化の機構につきさらに詳細な検討を加えて
いくつもりである。
第２段階以後はボール保持者への注視頻度が減
少して,ＯａとＯｂへの注視が増加し，第４段階で
はどのプレーヤーへも20％を越えて注視してい
る。
Ｄａ群は第１段階において，Ｏａと自分である
Ｄａへの注視頻度が全体の84.7％を占めてい
る。しかし，第４段階になると自分やボールば
かりでなく他のプレーヤーにも20％以上の注視
頻度を示した。Ｄｂ群は自分とボールへの注視
は全体の75.8％を示している。第２段階以後に
ついては他群の傾向とは異なりＯａへの注視頻
度は増加している。第３，４段階以後は他群と
同様な傾向がみられた。
図４は，各１回ごとのプレーを注視する視線
の軌跡分析の例である。
被検者は同じではないが２人とも野球部員で
あり，経験年数は同じであった。
第１段階の１回目の視線の軌跡についての分
布をみると，被検者の対象に対する注視は視線
停留時間は長く，ボールを注視しているかのよ
うに見える。
これに対して，第４段階に１回目の視線の軌
跡をみると弘視線停留時間は短く，ポールへの
注視は減少し，他の対象へと視線を移している
のが分かる。
考 察
MackworthとMorandi(1967)は情報に関す
る評定と注視頻度との間には極めて高い相関を
持つと報告している。スキル水準の高い者ほど
ゲームの状況判断能力が高いということは，調
枝（1967)，中川（1984a，1984b)，海野，杉原
（1981）によって報告されている。本研究での
総注視頻度の結果をみると，４群すべての段階
で総注視頻度に有意な差が認められ，総注視頻
度が各段階ともに増加している。未熟練者の注
視頻度は，練習の初期段階では対象への注視の
停留が長くそれだけ注視は少なくなるが，練習
が進むにつれて停留が短くなり注視頻度が増加
要 約
本研究の目的は，大学生（18-21歳）２０名を
対象として，バスケットボールの基本技術であ
るスクリーンプレーを運動課題とし，その技術
習熟過程と注視様式がどの様に変容していくか
を検討した。被検者は４人１組としてスクリー
ンプレーをおこなわせその録画画面を提示画面
として，アイカメラをもちいて注視点及び注視
の軌跡を検出した。
石村・野田・青木：バスケットボールにおけるスクリーン・プレーの習熟過程と注視点の変容９９
主な結果は以下の通りである。
１)，未熟練者は課題の習熟とともに，固視の回
数は多くなり各群とも練習段階における注視頻
度の総和は有意に増加している。総注視頻度が
増加するということは，取り入れる情報量とも
関係していることが推察される。
２），練習の初期段階は，視線はボールと自分に
集まっており,他のプレーヤーへの走査の割合は
少なく，スクリーンプレーのカット・アウェイ
の指導がなされるにつれて，ボールと自分への
注視は減少し，視線は他の対象にほぼ均等に分
布された。
３),スクリーンプレーを注視しているときの未
熟練者の眼球運動は，練習の初期段階では眼球
の移動距離が少なく固視時間も長いが，最終段
階では走査路が多く固視点も多いという傾向が
認められた。このことは未熟練者の技術習熟の
過程で走査の仕方になんらかの特徴があること
を示唆している。
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